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ロ シ ア に お け る ミツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ 『ソ ネ ッ ト集』受容

　　　　　　　　　　　　 （1826〜 1835）

久　　山　　宏　　
一

1． ロ シ ア に お け る ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ 受 容 の 第

一
期

　1822年 ヴ ィ リニ ュ ス で ミ ッ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ は f詩集　第

一 巻」 を刊 行 しポ ー

ラ ン ド文学 史 に ロ マ ン 主義 元 年 を しる す 。
23年10月 ， 彼 を含 む秘密組織 フ ィ ロ

マ ト会 メ ン バ ー
が 民族 主 義 思 想 を広 め た か ど で 逮 捕 され

， 翌 年 8 月 ロ シ ア 中央

部 へ 追 放 さ れ る 。 以 後29年 春 まで 4 年半 の ロ シ ア 時代 に生 み 出 され た 二 つ の 傑

作 『ソ ネ ッ ト集亅（1826 ，
モ ス ク ワ ）と叙事 詩 『コ ン ラ

ー
ト ・ヴ ァ レ ン ロ ー ト』

〈1828 ，
ペ テ ル ブ ル ク）は 彼 の 地 の 文壇 か ら熱狂的 な評価 を受 け ，

ロ シ ア 帝国分

割領 リ トア ニ ア 出身の ポ ー
ラ ン ド語 詩 人 は 「ス ラ ブ の バ イ ロ ン 」 と称 え られ る

よ う に な る 。
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　ロ シ ア 出 国 か ら 3 年半後 ， 詩 人 は フ ィ ロ マ ト会 員 の 逮捕 ・裁判 ・追 放 とい う

自伝的素材 を も と に ロ シ ア 帝政 を糾弾す る 詩劇 『父祖 の 祭　第三 部』 を公 刊 す

る （1832 年末 ，
パ リ）。

33年末 に は ペ テ ル ブ ル クの 外 国 語 作 品検 閲 委員 会が 詩劇

の ロ シ ア 帝 国 領 内 へ の 持 ち 込 み を 厳禁 ． 34年 に は 旧 作 に さか の ぼ っ て ミ ッ

キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ 全 作 品 の 公 刊 ・翻 訳 禁止 処 置 が と ら れ ， 最鮗 的 に は 詩 人 の 名 を

活字 に す る こ とす ら不 可 能 に な っ て ゆ く。

2
こ う して 183  年代半 ば に ロ シ ア に

お け る ミ ッ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ 受容 の 第

一 期 が 閉 じら れ る 。

2。 1820年代前 半 ま で の ロ シ ア ・ ソ ネ ッ ト

　 『ソ ネ ッ ト集亅受容 の 第一 期 （1826〜 1835）を論 じ る に は
． そ の 背景 と し て ロ

シ ア ・ソ ネ ッ ト史の 概 観 が 必 要 で あ る 。

3

　ロ シ ア で 最初の ソ ネ ッ ト創作が 試 み られ た の は ユ8世紀初頭 だ が ，

4
そ れ か ら

1 世 紀 後 の 182  年代半 ば ま で ， A 。A ．デ リ ヴ ィ タ の ソ ネ ッ ト連作 の ほ か に は ロ

シ ア 語 ソ ネ ッ トの 傑作 と して 記憶 さ れ る よ う な作 品 は 存在 し な か っ た 。 当時 こ

の 形 式 の 詩 の 古 典 的達 成 と して まず連想 さ れ た の は イ タ リ ア ・ソ ネ ッ トで ある 。

ロ ン サ ー ル 型 フ ラ ン ス ・ソ ネ ッ トの 適応例 は 皆無 に近 く，
シ ェ イ ク ス ピ ア ・ ソ

ネ ッ トが 盛 ん に 翻 訳 紹 介 され る よ うに な る の は 19世 紀後半以 降 で あ っ た か ら 。
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　 K ．H．バ ー テ ユ シ ュ コ フ の 論 文 「ペ トラ ル カ 」（1817）や 彼 に よ る ペ トラ ル カ ・

ソ ネ ッ トの 自由詩訳 な ど に よ り ， 14世 紀 の イ タ リ ア 詩 人 は 自伝的 恋 愛詩人 の 象

徴 と な っ て い た 。

5 一
方 ， 擬古典 主 義者 〈ア ル ハ イ ス ト） の n．A ．カ テ

ー
ニ ン

や B ．K ．キ ュ ヘ リベ ッ ケ ル は ， 崇高 な 愛国 的 感情 を 歌 い 上 げ た ソ ネ ッ ト作 者 と

して ， 17世紀 の イ タ リ ア 詩人 フ ィ リ カ ヤ を 「ペ トラ ル カ 的 な る もの 」の 反 対物

に 持 ち上 げ た 。

6
当時 の ロ シ ア 人 が ソ ネ ッ トの 規 範 に 関連 付 け た 主 題 は 「イ タ

リ ア 」「（女 性 また は 祖国 へ の ）愛」 だ っ た と言 え よ う。

　 ソ ネ ッ トをめ ぐる 通 念 と して 特筆 す べ きは ， その 創 作 の 困難iさを め ぐる 神 話

で あ る 。
フ ラ ン ス 古典主 義詩学 の 聖 典 『詩 の 芸術 』 に お け る ボ ア ロ ー の 断 言

「完 璧 な ソ ネ ッ トは 長詩 と 同等 に 賞賛 され る 」 は
，

バ イ ロ ン と そ の 模 倣 者 に

よ っ て 長詩 が ロ マ ン 主 義詩 の 代 表的 詩形 と見 な され つ つ あ っ た当時 ， 時代錯誤

的 な呪 文 と響 い た 筈で あ る 。

　 n ．A ．ヴ ャ ゼ ム ス キ ー
が 1810年 代 後 半 に 記 し た ノ ー

トに は ， ボ ア ロ ー
の 引 用

の 後 に 「ソ ネ ッ トの 栄光 は フ ラ ン ス ・カ フ タ ン と同 じ く地 に 落 ちた 。 約束事 に

基 づ く美 は 一
時 の 価 値 しか 持 た な い 」 とあ る 。

7 一
方 ， 17年 の キ ュ ヘ リベ ッ ケ

ル 論文 も ボ ア ロ ー の ソ ネ ッ ト神格化 へ の 疑 義 を 含 む 。 「世 の 中 に は 野 蛮 人

（キ ュ ヘ リベ ッ ケ ル の よ うな一 引用 者注 ） もい て ， その 目 に は 叙 事詩 を創 作

しよ う と い う壮 図 だけ で も，
ソ ネ ッ トそ の 他 の あ りとあ らゆ る小 詩 形 の 傑 作 を

しの い で 見 え る」。

8
い ず れ も，

ソ ネ ッ トの 形 式 主義 ・主 題 の 軽 さ へ の 批 判 で あ

る 。

一
方 ， A ．C ．プ ー シ キ ン は ジ ャ ン ル の 高低比較 そ の もの を笑 う。 「完璧 な ソ

ネ ッ トは ， 長詩 と同等 に 賞賛 さ れ る 。 す ぐれ た 寸鉄詩 は， 悪 し き悲劇 よ りも よ

い
。

… … こ れ は ど うい う意味か ？良き朝食 は 悪天 候 よ りもよ い
， な ど と言 え る

か ？」 と 。
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　 1820 年 代 後 半 に な る と
，

こ れ ら詩 人 ・批 評 家が 己 れ の ソ ネ ッ ト観 を変化 あ る

い は 深 化 さ せ る の だ 。

　 ヴ ャ ゼ ム ス キ ー は 『ソ ネ ッ ト集』刊行の 数 ヶ 月後に 「オ デ ッ サ ・ソ ネ ッ ト」

の
一 部 と 「ク リ ミ ア ・ソ ネ ッ ト」 の 全 篇 を散 文 訳 し ， 『モ ス ク ワ 電 信』 に掲載

す る ．

IO
序文 に は ，

ロ マ ン 主 義 を標榜す る詩 人 た ち も ソ ネ ッ トを創作す る よ う

に な っ た こ と （す べ て の ロ マ ン 派 が 始祖 と仰 ぐシ ェ イ ク ス ピ ア も 150余 の ソ

ネ ッ トを残 して い た 〉，
ソ ネ ッ トが 連作形 式 で 書 か れ る 傾 向が 出 て きた こ とが

指摘 され て い る 。

H

　崇高 な主 題 を盛 る に 足 る 詩 形 式 を称 え る キ ュ ヘ リベ ッ ケ ル も ， 実 は 20年代半

ば に 恋 愛 ソ ネ ッ トの 習 作 を一
つ 残 して い る 。 だ が ， 彼 が 独 創 的 な ソ ネ ッ ト作 者
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に な る の は ，
デ カ ブ リ ス ト と して 逮捕幽閉 さ れ た牢獄 で ヴャ ゼ ム ス キ ー の

’
ク

リ ミ ア ・ソ ネ ッ ト」散文訳 を読 ん で か らで あ る 。

12

　30年 に プ
ー

シ キ ン は 「芸術 と芸 術 の 本 質的価値
一 美 ・ 愛 ・真

一 の 継続

性」
13

を主 題 に ， 生 涯で た だ一 度 だ け ソ ネ ッ トを
，

しか もそ の 三 連作 を創作 す

る 。 第 1 ソ ネ ッ ト （ソ ネ ッ ト史 を記 述 した ソ ネ ッ ト） は ， 様々 な時代 と民族 の

生 み 出 した 名手 を列 挙 して ， 詩 に お け る 純西欧 的伝統 （ソ ネ ッ ト） の 継続性 を

証 明 した 作 品 で あ る 。 古 典 西 洋の ダ ン テ ， ペ トラ ル カ
，

シ ェ イ ク ス ピア
，

カ モ

エ ン ス と 同列 に ， 現 代 イ ギ リ ス の ワ ー ズ ワ ー ス
， リ トア ニ ア の ミ ツ キ ェ

ー

ヴ ィ ッ チ
，

ロ シ ア の デ リ ヴ ィ ク が 並 ん で い る 。
こ の 作品 は ワ ー ズ ワ

ー ス の ソ

ネ ッ トの 「改作亅 で ， プ ー シ キ ン は ワ
ー ズ ワ ー ス の 作 成 した ソ ネ ッ ト名 手 の リ

ス トに 現代 の 名手 を加 え た 7 詩 入 （ワ
ー ズ ワ

ー ス 自身を含む｝を ， 時代 ・民 族

の 点か ら 4 グ ル ー プ に分け ， 各連 に 配 置 し た の だ っ た 。

14

　 ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ 作 品 に よ っ て ， ヴ ャ ゼ ム ス キ ー

，
キ ュ ヘ リベ ッ ケ ル

，

プ ー シ キ ン は ソ ネ ッ ト詩形 をめ ぐる 概 念 の 変容 を余 儀 な くされ た ら しい
。 前二

者 は ロ マ ン 主 義 的 ソ ネ ッ トの 可 能性 に 目覚 め （ソ ネ ッ ト観 の 変化），
プ ー シ キ

ン は 中 世 か ら現代 まで
一

貫 す る ジ ャ ン ル の 伝統 を確信 した （ソ ネ ッ ト観 の 深

化）。

3． ミツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ ・ ソ ネ ッ トの 特徴一 段階 的 進 化性

　ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ が 1818年 に は じめ て 創作 し た 単 独 の ソ ネ ッ ト作品 は ，

『詩 集　第
一

巻」 の 「雑篇」 の 部 に ， 巻 の 大半 を 占め る 「バ ラ
ー

ド と ロ マ ン

ス 」以扉あ詩形作品 と して
， 頌 詩 ・エ レ ジ ー な ど と並 ん で 収録 され て い る 。 続

く第 2 ・3 段 階 は 「オ デ ッ サ 」 fク リ ミ ア 」 の ソ ネ ッ ト連作 で あ る ．

　主 題 く自伝的 ／ 感傷 的 恋 愛 ） に よ っ て ペ トラ ル カ の 伝統 に つ なが る の は ， 第

1 段階 と 第 2 段階 の 前半 で あ り， 作品集の 構 成 （二 つ の 対照 的 な連 作 か ら な る

「ソ ネ ッ トの 本 （単行本 ソ ネ ッ ト集）」） に よ っ て ペ トラ ル カの 伝統 に つ なが る

の は ， 第 2 ・3段 階 で あ る （ペ トラ ル カ の ℃ anzoniere
”

は歌謡 バ ラ ー ドな ど

も含 む が ， 大半 （全366作品の うち317） は ソ ネ ッ トで ， 生 前の ラ ウ ラ を歌 っ た

作 品 と ラ ウ ラ 死後 を 歌 っ た 作 品 の 二 部 構 成 。 同様 に ，
シ ェ イ ク ス ピ ア の

“Sennets
”

も友人 に 宛 て た作 品 と恋入 に 宛 て た 作晶の 二 群 に分割 され る）。

　第 2段 階 の 「オ デ ッ サ ・ソ ネ ッ ト」 の 主 題は fl9世 紀の 社 交 界 に 出 入 りす る

男の 成長 記」 で あ る 。

15
ソ ネ ッ ト書法 の 面 か ら は

， イ タ リ ア 的伝統 か ら寸鉄詩

的 な フ ラ ン ス 型 を経 て 最終作 で は 恋 愛 そ の もの が 作 品 の 主題 と し て 拒否 され る
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に い た る ，
つ ま り， ソ ネ ッ トが ル ネサ ン ス 以 前 の タ イ プか ら古典 主義 タ イプ を

経 て 19世 紀 タ イ プ （主題 選 択の 自由性） へ と進化 して ゆ く過 程 をな ぞ っ た よ う

な構成 に な っ て い る 。

　第 3 段 階の 「ク リ ミ ア ・ソ ネ ッ ト」 は
，

ミ ツ キ ェ
ー

ヴ ィ ッ チ 自身 厂ク リ ミ ア

で 土 地の 風 景 を取 り入 れ た 長詩 を構想 した 。 『チ ャ イル ド ・ハ ロ ル ド』 との 避

け難 い 類 似 が そ の 構想 を 萎 え させ た」
16

と告白す る よ うに ， 基本的 に 旅行記 と

して 成 立 した 。 主 題 は超 経 験 的 自然 と旅 人 を襲 う郷 愁 。

17
ソ ネ ッ トは 旅 行記の

自己完結的構成単位 （大雑 把 に ， 旅行記 を構 成 す る 個 々 の 「風 景」 と呼 ん で も

い い ） と な っ た 。

18
「ク リ ミ ア ・ ソ ネ ッ ト」 を完 成 させ た 詩 人 は ボ ア ロ ー を も

じ っ て こ う語 っ て い る 。 「（複数の ） ソ ネ ッ トを書 く方が
，

ひ とつ なが りの 長詩

を書 くよ り難 しい 」 と。

19
ひ とつ の 完璧 な ソ ネ ッ トを長詩 と比 較 して 神聖 化 し

た 『詩の 芸術亅 の 作者に 対 し，
ミ ツ キ ェ

ー
ヴ ィ ッ チ は 旅 行記 を ひ と つ なが りの

長 詩 と して 書 くよ り複数 ソ ネ ッ トの 集合 と して 書 く方が 技術的 に 困難 だ っ た ，

と 回想す る に す ぎ ない の だ 。

　こ の よ うな 地 点 まで ジ ャ ン ル 意識 を段 階 的 に 進化 させ た 作者 だ か ら こ そ，

rソ ネ ッ ト集』 の 扉 に ペ トラ ル カ か らの 引 用 「か つ て の 私 は
， 今 とは 少 しば か

り違 っ て い た 」 を題辞 と して 刻 ん だ の で あ る 。

4． ミツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ ・ ソ ネ ッ トの ロ シ ア 語 訳

　さて ， 『ソ ネ ッ ト集亅 の ロ シ ア へ の 最 初 の 紹 介 者 ヴ ャ ゼ ム ス キ ー は 「オ デ ッ

サ ・ソ ネ ッ ト」 は ペ トラ ル カ 的恋愛詩に す ぎな い と喝破 して 2 篇 しか 散文訳 せ

ず ，
バ イ ロ ン 的オ リエ ン タ リ ズ ム に 満 ち た 「ク リ ミ ア ・ソ ネ ッ ト」 を全 篇散文

訳 し詳細 な解説 を付 した 。
こ う して

，
ミ ツ キ ェ

ー
ヴ ィ ッ チ の ソ ネ ッ トへ の ジ ャ

ン ル 意識進化の 到 達 点 に あ た る作品群が ， 西 洋 ロ マ ン 主義 の 達 成 と して ロ シ ア

人 に 受容 され て ゆ くこ と に なる 。

　ヴ ャ ゼ ム ス キ ー は ポ ー
ラ ン ド語 を熟知 して い た 。

20
逐 語 的散 文訳 が 採用 され

た 理 由 は 二 つ あ る 。

一 つ は
，

・±
°

　一一ラ ン ド語 と ロ シ ア 語 の 言語 と して の 類似性 を

示 した い とい う願 い
。 モ ス ク ワ で 刊行 され た ポ ー

ラ ン ド語 の 書物だ か ら ， 原 文

と翻訳 の 比較 も容 易 だ っ た の で あ る 。 も う一
つ は

， 原文の 内容 を翻 訳 者の エ ゴ

で 飾 らず に 忠実 に伝 え る ， 翻訳 と して の 「よ り栄光あ る」作業 ， す なわ ち詩作

品 の 異 言 語等価物の 創造は ， 本 散文 訳 を下 敷 きに して 行 わ れ得 る （そ の 実践例

と して ， li．H．ドミ ー トリエ フ に よる 自由詩訳 「航海」 が す で に 引 用 さ れ て も

い る＞
21

とい う， 詩作 品 を最 初 に外 国 語 で 紹介す る者 が 何 よ りも果 た すべ き役
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割 の 見 極 め 。

　芸術 的翻訳 の 適任者 と し て 指名 され た 「第
一

級 の 若 き詩人 た ち」 プ ー シ キ ン
，

EA4 バ ラ テ ィ ン ス キ ー は つ い に そ の 呼び か け に 応 え な か っ た け れ ど も ， そ れ

か ら数年の うち に 刊行 され た い くつ か の 詩 的 翻訳 は ヴ ャ ゼ ム ス キ ー の 散文訳 に

基 づ い て い る 。

22
原文 ・散文訳 ・詩 的翻訳 の 連環 を い くつ か の 実例 に 見 られ た

Vle

　プ ー シ キ ン と リ ツ ェ イ で 同 級 だ っ た A ．
，瓦．イ リチ ェ フ ス キ

ー は 「ク リ ミ ア ・

ソ ネ ッ ト」 の うち 3 篇 を厳密 な ソ ネ ッ ト詩 形 で 翻訳 した 。 ヴ ャ ゼ ム ス キ
ー の 第

3 ソ ネ ッ ト 「航海」散文訳で は ， 原 詩で 二 つ の 意味 （船 の 甲板 と旅 人 の 胸）を

持 つ pierS が nOfiO ／rpyAb と訳 し分 け ら れ て い る の が 目 を引 く （表の   ） が ，

イ リ チ ェ フ ス キ ー は さ ら に nDHO を捨 て て 動 詞 nPKHvaKIIyTh を採 b ， 結果 と

して 船 と旅 人が 胸 を合 わ せ て
一

体 に な る と い う官能的 イ メ
ー ジ を消 して しま っ

て い る 。 しか し ．
ソ ネ ッ トの ソ ネ ッ トに よ る翻 訳 は達 成 さ れ た （  ）。

　10．H ．ポ ズ ナ ン ス キ ー は 28年 に 第 1 ソ ネ ッ ト 「ア ッ ケ ル マ ン の 草原 」 の 内 容

を 14 行 な ら ぬ 20行 に 盛 り こ む 。
こ の 詩 的 翻 訳 者 は ヴ ャ ゼ ム ス キ ー 訳 の

AgTEafrozOe を 盟 即 a ∬ nmsa ／ro 丑oo 　llPMBeTHNfi と 陳腐 に 敷衍 し て し

ま っ た （  ）。 同 じ訳 者 が 31−32年 に は ヴ ャ ゼ ム ス キ
ー

の 散文訳 を経由せ ず ， 詩

形 もソ ネ ッ トに よ り，
14作 品 を 立 て 続 け に ロ シ ア 語 に 移植 す る 。 しか し， そ の

芸術 的達 成 は 個 々 の 翻訳 に つ い て 様 々 で あ っ た 。

　 29年 に は ， 『ソ ネ ッ ト集亅 の 全 体 を詩的翻訳 で 紹介す る 試み が 二 つ 現れ る 。

BM ．リ ュ
ー ヴ ィ ッ チ ＝ ロ マ ノ ー ヴ ィ ッ チ の 翻訳 『ア ダ ム ・ミ ッ キ ェ

ー ヴ ィ ッ

チ 詩剿 と
，

MM ．コ ズ ロ フ の 訳 業 『ア ダム ・ ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ の ク リ ミ

ア ・ソ ネ ッ トー イ ヴ ァ ン ・ コ ズ ロ フ の 翻訳 と模 倣』 で あ る 。

　 原 文 か ら直訳 した 前 者 は （ソ ネ ッ トを含 む ）様 々 な詩形 で 訳 され た ソ ネ ッ ト

を原作 とは異 な る順序 で 配 列 し ， 翻 訳 の 別 ヴ ァ リ ア ン F まで 併録 して み せ た 野

心 的 な 試 み 。 ヴ ャ ゼ ム ス キ ー の 散文訳 を もと に原作通 りに ソ ネ ッ トを並 べ た 後

者 に も詩形 は 自由詩 と ソ ネ ッ トが 混在 して い るが ， 最後 に 手 が け た 3 作品 ，
し

か も 「ク リ ミ ア ・ソ ネ ッ ト」 の 要 を な す 3 作 品 （「ア ッ ケ ル マ ン の 草原」「巡

礼」「ア ユ ダ フ 」） の み が ソ ネ ッ ト詩形 を守 っ て い る 。

23
コ ズ ロ フ は 「摸倣」か

ら 「翻 訳 」 に 接 近 しつ つ 原作の ロ シ ア語 に よ る 等価物 を模 索 して い っ た と想像

され る 。 例 えば ， 「模倣」 と して 成 立 した 第 3 ソ ネ ッ トで は
， 原詩 3 行 を 8 行

に 引 き延 ば し さえ し て い る （  ）。 そ の
一

方 で 第 1 ソ ネ ッ トを 「翻訳 」 し た 際

に は
， 厳密 な ソネ ッ ト詩 形 を守 っ て い る の だ （  ）。
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表 散 文訳 ・ソ ネ ッ ト以外の 詩 形 に よる 翻訳 ・ソ ネ ッ ト詩 形 に よ る翻 訳 の 例

原 文 1． Adam 　Micklewlcz，

曝酢Stepy　akerma 血skie
”

（1826 ）

W 鱇 kiej　ciszy ！− tak　uc レo　nat βZam 　ciekawie ，

之es 董yszalbym 　glos　z　L藍twy ．一 亅ed 診田 y，　nikt 　nie 　wo ｛a ．

「ア ッ ケ ル マ ン の 草原 」 （こ ん な静 け さの 中で ！　私 は 耳 を そば だて る 。

／ リ トア ニ ア か らの 声が 聞 こ えは しな い か と。 行 こ う， 呼ぶ もの は だ れ

もい ない ）

散文訳 n ・A ・B 脂 e 鵬 H 亘，

’‘

AKKePMa 瓩CKHe 　CTenH
”

（1827）
B3 嘲 丁廼皿 騒 ？ aK 　Ha 叩 驅r 跚 yxo 脚 6・珊 田 。 e

，
　qT 。　M 。 r 　6H

yc 凪 田 aTL 　ro 誕oc 　c　JIHTBH − eπ6M：H苴 KTO 　He 　B3H3aeT ．

K）・H ・H ・ 跚 H 。鯒
，

“

AkKePMa 躑 皿e 。 Te 瑚
”

（1828）  
　　 、

ソ 不 ツ ト

　以 外 の

詩形 に よ る

　　翻訳

　　　　　　　　　　　　　〈… ＞ Ax
，
　KaK 　TExo 　3如 Cb 望一 H

Ha ロ P皿 ra 玲 r酔aK 　Oπ yx ，
吼rro 駈 3 麗 町πo 藏 ∫lHrrB頸

KO 　H 矼e　ro πOG 　nPKBerrHH 彑 一 耳 yrrb　OJ【塾置匝 面H 彑 丿戛o 画AeT ．．．

　　　　　　　　　　　　　E 江 e 輔 lH 田 冊 OHO30BeT ．

H・H ・Ko 跚 B ，
“
AKKep 甑 HcK 翼 e 　oT 硼

”

（1829） 

　　　、
ソ 不 ッ ト

詩 形 に よ る

　　翻 訳

H｛汎yro ∬ ooa 　o 　JI竄 TBH − r豊y双a　Mo 重 cJ匡yx　npoH 匿 賢 抽eT ．．．

Ho　e 双e 瓢 一 THXO 　Bce 一 澀HKTO 　Me 朋 He 砌 雕 謎eT ．

　以 上 の よ うな ほ とん ど無作為 に 抽出 さ れ た 例 か ら引 き出 せ る の は
， 1820年代

末 の 翻訳 者 た ちは ソ ネ ッ トを翻 訳 す る の に 様 々 な詩形 を用 い た ， そ の 成果 も ま

た様 々 で あ っ た
， とい う概括 的結論 に す ぎない

。 た だ しそ れ以 降の 翻訳 を調べ

る と ， ソ ネ ッ トは ソ ネ ッ トで 翻 訳 す る とい う規範 が 確立 して ゆ くの が確認 さ れ

る 。 そ して ミ ツ キ ェ
ー

ヴ ィ ッ チ 作品 が 作者名 を伏 せ て 密 か に発表 され る よ うに

な る 1846 年以 降 に は
，

ご くわ ず か な例 外 を除 い て
，

ソ ネ ッ トの 翻 訳 はか な らず
ソ ネ ッ ト詩 形 で 行 わ れ る こ と に な る （た だ し ， M ．IO．レ ー ル モ ン トフ

，
　 A ．A ．
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表

原 文

散文訳 ・ソ ネ ッ ト以外 の 詩形 に よ る翻訳 ・ソ ネ ッ ト詩形 に よ る 翻 訳 の 例

IIL　 Adam 　Mickiewicz，
“Zegluga” （1826）

Wyci4gam 　r奪ce ．　padam 　na 　piersi　okr 兮tu・

Zdaje　sie ．2e　pierS　moja 　do　P拿du　go　nagli ：

Lekko　mi ！rzeZwo ！lubo！wiem ，　co 　to　by6　ptakiem ．

「航 海 」 （両 手 を広 げ，私 は船 の 甲板 （胸） に うつ ぶ せ に 寝 る 。 ／ 私 の 胸

が 船 を加速 す る よ うに 感 じ られ る 。 ／ 軽 い ！ 楽 しい ！今 こ そ 私に は わ か

る ， 鳥 に な る とは い か な る こ とか が ）

散文訳

靼

fi．A ．Bfi3eM 。ltmtS．　
’・
9na3afivae

”
（1827）  

ソ ネ ッ ト

　 以 外の

詩形 に よ る

　　翻訳

ソ ネ ッ ト

詩 形 に よ る

　　翻 訳

BT 旺 rHBalo 　PYEM ，
　EaAalo 　Ha 」瓩OHO 監 opa6 ∬ H ： scameTCfi ・ppygb

　
M α 1

。。岬 eT 鰐 6e・ y．　 flerK・ M ・e1 耳m6 ・ 13H 細 ，　Kam ・B ・ 6H ・ 団 ・ 觚 ・r・1

H ．9 ．KOS 』el ．　
・
finaB鼠Hme

”
（1829｝ 

HHa 　Hopa6J 亘b 　fi　yna 旦 am ，

Moe ［o 　rpy μbH ｝ HaH 矼 paK口；

MHe 　MHBTon ，
　ffy黒Te 　Kopa6 皿 m

j『lrpyJ 工bm 　xega 　fiPffAam ・

1彊 pyHfl　BE ：THEy 日 HeBeXbHO ・

月 OH 瓢麗 』 egY 皿o 　rJIy6HHe ；

JlePKO ，　OTpa 凪HO ・A 田 60　MHe ｝

y3H 鴫 監 aK 矼丁 剛 e 血 6碑 b 　llp”BonbHO ・

A ．具 盟册 凹 eB 。 K” ガ 旺瀰 Ea 耶 e
”

（1827） 

【lpnHfiet“yB　K 　Hopa6nK ｝
，

∬ py 澀 H 島Ra π b　Megy

Mrpy 凧b 裏匪 6NeTPOTN 　np 旺訊a ？b　xo て｛y；

JlerKO 　MEe
，
　 BeceJ 夏o ｝

［IOHfi ’rHO 　IITH 叫 πapeHbe ・

グ リ ゴ ー
リエ フ ， H ．B ．ベ ル ク とい っ た ロ マ ン 主義後期 の 詩 人 ・翻 訳 者 た ち は ，

意 識 的 に 原詩 の 形 式破 壊 を行 っ て い る 。
ミ ツ キ ェ

ー ヴ ィ ッ チ ・ ソ ネ ッ トの ソ

ネ ッ ト以 外 の 詩 形 に よ る最後の 翻訳 は ，

ベ ル ク に よ る もの ｛1860）で あ っ た ）。

　　さて
， 『ソ ネ ッ ト集」 受容 の 第

一
期 に 最 も繰 り返 し翻訳 が 試 み ら れ た の は

，

「ア ッ ケ ル マ ン の 草原 」 ｛ソ ネ ッ トで 2 回 ， 自由詩 で 3 回 ） 「航 海 」 （ソ ネ ッ ト

で 3 回 ， 自由詩で 4 回） 「チ ャ テ ィ ル ダ フ 」 （ソ ネ ッ トで 2 回 ． 自由詩 で 3 回）

の 3 作 品 で あ っ た 。
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5． ロ シ ア ・ソ ネ ッ トへ の ミツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ ・ソ ネ ッ トの 影響

　こ れ だ け の 人 気 を獲 得 した ミ ッ キ ェ
ー

ヴ ィ ッ チ ・ソ ネ ッ トが
，

ロ シ ア 詩 人 の

ソ ネ ッ ト創作 に どの よ うな影響 を与 え た の か （ミ ッ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ の ソ ネ ッ ト

が ，
ロ シ ア の ソ ネ ラ ト以 外 の 文 学作 品 に 与 え た 影響 一 例 え ば ， rエ ヴ ゲ

ニ ィ ・ オ ネ ー
ギ ン 』 に 現 れ る 「ク リ ミ ア を うた っ た 詩 人」 と して の ミ ッ キ ェ

ー

ヴ ィ ッ チ 像一
は ， 別 に 論 じる ）。

　まず ， プ ー
シ キ ン が ロ シ ア に お け る ソ ネ ッ トの 名手 と称 え た デ リ ヴ ィ ク の 場

合 。 彼 の ソ ネ ッ ト創 作 は 二 つ の 段 階 に分 か れ る 。

　第
一

は 22−23年 に 書 か れ た 5 つ の ソ ネ ッ トで
， 愛情 と芸術 の 永 遠 性 とい うペ

トラ ル カ的主題 をめ ぐる 連 作 で あ る 。 そ の 主 題 と主 題展開 の 背景 に は 下 の 表 の

よ うな 工 夫 が 凝 ら され て い て ， お そ ら くは ロ シ ア 詩 の 歴 史に お い て は じめ て
，

ソ ネ ッ トが 自然 で 自由 に 響 い た の だ っ た 。 「デ リ ヴ ィ ク の ソ ネ ッ トは ， 彼 個 入

の 全創作 の な か で も最 良の 部分 に 属す る 。 こ れ は 19世紀 の ロ シ ア ・ソ ネ ッ ト詩

人 の なか で 希有 な事例 で あ る 」 との 評 言 もあ る 。

24

 

 

 

 

 

題名 主 題 背景

霊 感 。 ソ ネ ツ ト 詩 人の 誕 生 抽象的

B ．M ．ヤ ジ コ フ へ
。 ソ ネ ッ ト 詩 の 創 作 同時代の ロ シ ア 詩人 た ちへ の

呼びか け

ソ ネ ッ ト 恋 愛 抽象的

ソ ネ ッ ト 恋愛 イ タ リ ア

C ，几 H へ （ブ ル ガ ー リ ン 作

rス ペ イ ン の 思 い 出 」 を贈 る

に あた り）

恋愛詩 の 創作 愛 の 神 の 遍 在 （ロ シ ア も例

外で は な い ）

　デ リ ヴ ィ ク が 27年 7 月 に 創作 し
， 作 者死 後の 32年 に 発表され た ソ ネ ッ トは

，

愛情 ・芸術 に代 わ り， 海原の 雄大 ， そ こ に停 泊 す る 艦 隊 の 勇壮 を うた い あ げた ，

前連 作 と ま っ た く作 風 を異 に す る もの で あ る 。 「何 だ
， 遠 くで 光 っ た の は

。 ま

だ煙 を上 げ て い る
。 ／ 何 だ ， 入 り江 に轟 い た あ の 雷 鳴 は 。 ／ 〈… 〉／ 違 う， あ

れ は 艦 隊 だ」。

25
こ の 作 品 に は

， 高 み か ら海原 を見 つ め る 語 り手の 視点 ， 超経

験的 な まで に 巨大 な 自然 を強 調す る絶対者の モ チ
ー

フ
， 旅人 の 独 白 に対置 され

る （彼 よ り広 く深 い 知 覚 能 力 を持 つ ）他 者 （デ リ ヴ ィ ク の ソ ネ ッ トの 場合 は
，
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空 を舞い 飛 ぶ 鷲） の 言葉 な ど ，
モ チ ー フ の 点で ミツ キ ェ

ー ヴ ィ ッ チ の ク リ ミ ア

連作 と類 似点が 発見 され る 。 古典 的 ソ ネ ッ ト創 作 の 技法 を我 が物 に して い た 作

者 帆 旅 行 中 に 大 自然か ら受 け た 印象 を基 に ミ ッ キ ェ
ー

ヴ ィ ッ チ に 倣 っ た 新 式

の ソ ネ ッ ト創 作 プ ロ セ ス を実験 して み せ た の が ，
こ の 遺作 ・第 6 ソ ネ ッ トで

あ っ た と推測 さ れ る 。

　A ．C ．ホ ミ ャ コ フ は ロ シ ア ・ トル コ 戦 争従 軍 後 ｛1830年），
オ リ エ ン タ リズ ム

に 彩 られ た抒 情詩 を数 作 残 して い る が ， 詩形 の
一 つ に ソ ネ ッ トも選 ば れ て い る 。

モ チ
ー

フ か ら作品に 注 釈 が 付 せ られ る テ キ ス ト構成 に い た る まで 「ク リ ミ ア ・

ソ ネ ッ ト」 を連想 させ る 。

26

　デ リ ヴ ィ ク とホ ミ ャ コ フ は 共 に ミ ッ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ と親密 な交友を持 っ て い

た こ とが 確認 され て い る が
27

デ リ ヴ ィ ク の サ ロ ン で ミ ッ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ とた

び た び 顔 を合 わ せ て い た プー シ キ ン の 場合 ，
ポ ー ラ ン ド詩 人 の ソ ネ ッ トか ら受

け た 影響 は模 倣 とは 次元が 違 っ て い る 。

28

　プ ー シ キ ン は 各ジ ャ ン ル を位 階 的 に で は な く， そ れ ぞれ を独 自の 歴 史的特 微

を帯 び た もの と し て 横 並 び に 捉 え て い た 。

29
「ク リ ミ ア ・ソ ネ ッ ト」 を契機 と

して ダ ン テ 以 来 の ジ ャ ン ル の 歴 史 をふ りか え り （「ソ ネ ッ ト」）， 績 け て 詩 人 と

社会 （「詩 人 に」）， 美 と愛 （「マ ド ン ナ 」｝ を 主 題 に 選 ん で い る が ，
ミ ツ キ ェ

ー

ヴ ィ ッ チ の よ うに旅 行記 と い う全 体 性の 自己完結的 な構成 単位 と して ソ ネ ッ ト

を扱 う方 向 は ， プ ー シ キ ン に は無 縁 だ っ た
。 長 詩 を 構成 す る な ら ，

25年 以 来

　『オ ネ ー ギ ン 』 の なか で ソ ネ ッ トも ど きの 14行 詩 が 消費 され て い た わ けだ が
，

歴 史 詩学的 ジ ャ ン ル 観 を持 つ 詩人 に と っ て ， そ れ と真 の ソ ネ ッ ト創 造 とは ま っ

た く異種 の 行為 だ っ た の で あ る 。

　一
方 ，

バ イ ロ ン
， ミ ッ キ ェ

ー ヴ ィ ッ チ な どの ロ マ ン 主 義詩 を忌 み 嫌 っ た の は ，

詩 に愛 国 的主 題 を盛 ろ う と し，
ソ ネ ッ トな らば フ ィ リ カヤ を評価 した カ テ ー ニ

ン で あ る 。 彼 は34年 に ソ ネ ッ ト 「コ ー カ サ ス の 山 々 」 を書 くが ， そ の 主 題 は 自

然へ の 賛嘆 で は な く流 行 の オ リ エ ン タ リ ズ ム へ の 愚弄で あ る 。 「役 立 た ず で ，

美 し くもな い コ ー カ サ ス．の 山 々 よ
，

い つ か ら お ま えた ち は そ ん な に 名高 くな っ

た の だ ？／ 神 の 創 造 物 か 悪魔の い た ず ら か ？／ 呪 わ れ た もの よ
，

なぜ お ま え の

よ うな もの が 造 ら れ た の だ ？」
3°

　 1830年 前 後1  年問 に現 れ た きわめ て 独 創的 な ソ ネ ッ ト作者 は 、
キ ュ ヘ リベ ッ

ケ ，レで あ る 。 流刑 され た デ カ プ リス ト と して 作品公 刊 の 可 能性 を持 た な か っ た

彼 は ， ミ ッ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ ・ソ ネ ッ トへ の 賛嘆の 言葉 を残 し ， 同 じ獄 に繋 が れ

た ポ ー ラ ン ド囚 か らポ
ー

ラ ン ド語 を 学 び ， や が て は ポ ー ラ ン ド詩 を原文 で 読 ん
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で す らい る の だ が 、
3129

年 か ら46 年 ま で に 創作 され た 計 9 つ の ソ ネ ッ 5 に
， 典

型 的 に ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ 的 な主題 （恋愛 ・オ リ エ ン トへ の 旅 ・超越 的 自然）

は 見出せ な い
。 手法 の 面 で は 対話 形式 の 導 入 に そ の 影響 が 見 ら れ る か も しれ な

い
。 注 目す べ きは

． 彼 が ソ ネ ッ トの 連作 や ソ ネ ッ トを含 む 諸詩形 の 連 作 を試 み

て い る こ とで あ る （厂英 雄 と詩 人」 の 2 連作 （1829）， キ リ ス ト降誕 ・復活 ・ 昇

天 を主題 に した 5 連 作 （1832＞， 「タ ン タ ロ ス と詩 入」（1839）の 2 連 作）。 ソ ネ ッ

ト連 作 は ペ トラ ル カ
，

シ ェ イ ク ス ピ ア 以 来 の 伝 統 的 な 作 品 形 態 だ が ， 後者 は

ジ ャ ン ル の 混合 を特徴 とす る ロ マ ン 主義詩 独 特 の もの で あ る 。 キ ュ ヘ リベ ッ ケ

ル は 諸詩形 混 合の 長 詩 『ダ ヴ ィ デ 』｛1826−29）第
一

部の 総 括 「英雄 と詩人 」 に

ソ 不 ッ トを用 い て い る 。
こ うした ソ ネ ッ トの 総合 （ジ ン テ

ー
ゼ ）的用 法 は

， 同

じ時期 に 10．M ．レ ー
ル モ ン トフ や n ．n ．エ ル シ ョ フ が 創 作 し た 諸 詩 形 混合連

作
32

に も観 察 され る 。

　 ソ ネ ッ ト連作 は キ ュ ヘ リ ベ ッ ケ ル 以 外 に も 5 人 の 詩 人 が 試 み た 。 1820−30年
代 の ロ シ ア で 「ソ ネ ッ トの 本 」が 3 冊 刊 行 され て い る 。 M ．M ．（マ ク シ ー モ フ ）
rソ ネ ッ トの 試 み亅 1， II（1828），

　 C ．H ．ス トロ ミ
ー ロ フ rc．ス トロ ミ ー ロ フ の

ヱ2の ソ ネ ッ ト』（1837）． H ．M．ブ テ ィ ル ス キ
ー

『私 の 運命 も また一
ソ ネ ッ トに

よ る 二 部構成』（1837）と い う今 日で は 詳細 な ロ シ ア 文 学 史 に す ら そ の 名 を探 し

当 て に くい 無 名詩人 た ちの 筆 に な る もの で あ る 。 B．P ．ベ ネ デ ィ ク トフ の 華々

しい デ ビ ュ
ー 『詩集亅（1835）に は 8 つ の ソ ネ ッ トか ら な る 連作 が

， ま た デ リ

ヴ ィ ク の 年 下 の 友人 M ．n ，デ ラ リ ュ
ー

の 第
一

詩 集 『ミ ハ イ ル ・ デ ラ リ ェ
ー

の 詩

の 試み 亅（1835）に も 3 ソ ネ ッ トか ら成 る 連作が 収 め ら れ て い る 。

33

　 こ の う ち M ．M ．及 びベ ネ デ ィ ク トフ ， ブ テ ィ ル ス キ
ー

の 連 作 は 異 な る 主題 を

持 つ 2 連作 の 組 み 合 わ せ で あ る （M ．M ．の ソ ネ ッ ト集 は抽象的 主 題 の 第 1 部 ・

24ソ ネ ッ ト， 具 体 的 情景 を描 写 す る 第 2 部 ・25 ソ ネ ッ ト
， 追 加 ・ 1 ソ ネ ッ トと

い う構成 。 第 2 部 に は対話形 式 の ソ ネ ッ トが 多数含 まれ
， 語 注 が 付 され て い る 。

プ テ ィ ル ス キ
ー

の 大冊 は ロ シ ア 史 を主 題 に した 第 1 部 ・61 ソ ネ ッ ト
， 第 2 部の

序詞 と して の ソ ネ ッ ト
， 抽象的主 題の 連作 「小太鼓」50ソ ネ ッ トか ら な る 。 ま

た ，
ベ ネデ ィ ク トフ の 連 作 は 「自然」「水星」 「火 山」「雷 雨」 「花」 と い う抒情

的 一
人 称 を持 た な い 自然哲学 ソ ネ ッ ト 5 篇 と 、 抒情的

一 人称 の 恋愛体験 を描 く

無題の 3 篇 か ら な っ て い る）。

　28年に 刊 行 さ れ た MM ．の ソ ネ ッ ト集 は
， 両 連 作 の は っ き りした対照 か ら書

物 の 装 丁 に い た る まで ， ミ ッ キ ェ
ー

ヴ ィ ッ チ 『ソ ネ ッ ト集亅 を模 し た こ とが 明

ら か で あ る 。 1828年 3 月 A ．E ．オ デ ィ
ー

ニ ェ ッ ツ に 宛 て て ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ
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が 「す で に 僕 の ス タ イ ル で 書 か れ た ロ シ ア ・ソ ネ ッ トを見 た 」
34

と報告 し た の

は ，
28年 2 月 に 検閲 を通 過 した M ．M ．の ソ ネ ッ ト集第 1 巻 を 指 して い る 可 能性

が あ る 。

　35年 に 発表 され たベ ネデ ィ ク トフ の 8 作 か ら な る ソ ネ ッ ト連作 に お い て も ，

そ の 構成 とい くつ か の モ チ
ー

フ は ミ ッ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ 『ソ ネ ッ ト集』 か ら借 用

され た もの と判 断 され る 。 なお ベ ネ デ ィ ク トフ に よ る ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ 受容

に は 後 日談が あ る 。 詩人 と して の 短 い 栄光が す ぎさ っ た 後 ， 彼 は 翻訳 活動 に 専

心 し ，
1950 −7  年代 に か け て は ミ ツ キ ーz．　V一ヴ ィ ッ チ の ほ ぼ 全作品 を ロ シ ア 語 訳

す る こ と に な っ た の だ っ た 。

35

　30年代 に 単独 の ソ ネ ッ トを発表 し た 詩 入 に は
， H ．M ．ヤ ジ コ フ

，　 a ．A ．ヤ ク

ポ ー ヴ ィ ッ チ ， A ．M ．ポ ド リ ン ス キ ー
，
　 C ．n．シ ェ ヴ ィ リ ョ フ ，　 E ．n ．ロ ス トプチ

ナが い る が ， 彼 らの 創作 に ， ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ に か ぎらず こ の 詩 形 で 過去 に

書 か れ た な ん ら か の 傑 作 の 記憶 を探 り出 そ うとす る の は
， 無益 な 企 て で あ る 。

ソ ネ ッ ト詩形 は ， 詩 人 に特 定 の 主 題 （20年 代 前半 な らば 「イ タ リ ア 」「（女姓 ま

た は 祖国 へ の ）愛」1 を強 制 しな くな っ て い た e30
− 40年 代 に 刊 行 され た 詩 集 に

お け る ソ ネ ッ トは ，
ほ ぼ 全 作 品 が 小 ジ ャ ン ル へ の 分類 が 不 可 能 な 「抒情詩」 と

化 し た な かで ． 中世以 来 の 西 欧 的伝統 との つ な が りをそ の 詩 形 に残 す 作品 と し

て 区 別 さ れ る に す ぎな い （バ ラ
ー ド もまた ． そ の 物語性 に よ っ て 「抒 情詩」 か

らの 区別が か ろ う じて 可 能 だ っ た）。

　そ こ に い た る 過 程 の 検証 は 本稿の 課題 を超 え る が ，
ソ ネ ッ トと い う詩 形 へ の

概 念 が ， 本稿 で 取 り上 げ た 10数年閣 に 、
ペ トラ ル カ あ る い は フ ィ リ カ ヤ の イ タ

リア 的伝統 か ら切 り離 され て 中性化 した こ と
，

ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ の 『ソ ネ ッ

ト集亅刊 行 が そ の プ ロ セ ス に 複 雑 な 刺戟 を与 えた こ と に 疑 い は な い
。

6．結 び

　 『ソ ネ ッ ト集』 の 刊行 後 わ ずか 1 年数 ヶ 月後 に ， 実 は ，
マ ク シ

ー
モ フ とい う

『ソ ネ ッ トの 試み 亅 の 著者 ，
つ い に こ れ 以 外の 発表作 品 を持 た な か っ た無名詩

人が こ う記 して い た の で あ る 。 「ロ シ ア ・ソ ネ ッ ト最初 の 試 み は ， トレ ジ ア コ

フ ス キ ー に よ っ て な され た 。 く… ） そ の 後 今 世 紀初 め まで ， 我 が 国 に お い て ソ

ネ ッ トは
，

ま れ に 雑誌 に 現 れ る ほ か は ほ とん ど忘 れ 去 られ て い た 。 と こ ろ が 先

ご ろ ポ ー ラ ン ド詩 人 ミ ッ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ が 自作 ソ ネ ッ トを モ ス ク ワ で 刊 行 し ，

ロ シ ア ・ソ ネ ッ トを始動 させ た」 と e36 こ の 証言 に 誤 りは な か っ た ら しい
。
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opracowal 　S，　Pigo血，　Warszawa ，
1958

，
　s 、73．

CM ： B．　 Dopart
，

“Poezj　a　transcen ｛量entalna 　Sonet6tv　 anymskicltJl，　 Mickieutca−

etvslei 　rEmmnlygm 　PtrgedlistoPadetvy，　Krak6w ．1992 ；Cz，　Zg。 rzelski
，
　

“Pielgrzym

wkrai 夏｝ie　dostatk6w　i　krasy，
” Osgtuce 餾 砂6距忽ゴ躍 tCbieUtcza．」Pr6by之 配惚 8再 i

uog6tnieSt ．

1．Opacki，

“Z　zagadn 五e血 cyklu 　sonetoweg   wpo 夏skim 　romaRtyzmie ，
”

s ．87．

・4dama 　Micleiewie2a　wsPemnie 漁 物 贋 砿 s ，73．

GM ； W ．　 Spasowicz ．

“
Ksi 儲錦 P ．　 A ．　Wiaziemski ，

　jego　 polskie　 2najomoSci 　 i
stosunki

、

” PdSma
，
　t．　V 正

，
　SPb．

，
正892；W ．　Lednicki ，　P剛 魁‘  鰤 3た廨 ，　Krak6w ，

1935；EKucharska ，？ iotr　Wlaziemski　a　kwiestia　polska ，

”

　FiletOgin　rosyisha
，

1967 ．

AnaM 　MuqKes ” 9 ，
　C9 κembt ，　JL 弖976

，
　c ．　Kt

，
3di ．

ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ ・ソ ネ ッ トの ロ シ ア 語訳 に関 して は　　rソ ネ ッ ト剿 ロ シ ア語

訳 の 目録 ：Wszechzwiazkowa 　P鋤 stwowa 　Biblioteka　Literat紅rγ Zagranicznej
Odznaczona 　 Orderem 　 Czerwonego 　 Sztandaru　 Pra£ y ｛Moskwa ），

　 Biblioteka

Narodowa （Warszawa ｝，」Po娩 毋 literatura・pieim　od ．￥Vi 　w ．　tte　jbocgqim 　XX 　w 、

畆
Iwydaunt 詫tttuc蕗 ros）71s　faiSh．　i　radgteeleich ，　t．3： Adam 　Micntetvica．βibttogra．ha

PrzefOlad6u・ erak 　 literatury吻 砂薦 吻 w ゴeayku　 rOSNI
‘
skien 励 解 ぬ wlatach

1825 −1981 ，Wreclaw −Warszawa −1（rak6w ，1988 ． ロ シ ア 語 訳 選 集 ：AllaM

謎 RqKeBH9 ，
　Cehpembe．ロ シ ア 語 訳 に つ い て の 論 考 ： H ．　 KosTameBa

，　
“O

PYOCKIIx 　 EepeBOAax 　ffPbtntcrcux　 ceHenlo8 　A 、　MHqReBnga ，

”

・crumepamypa
cvvaea μ crcux 　 Hapo ∂oe

，
　 Bbln ．査；E．　 Kucharska

，

“ Recepcja　5襯 孟伽 好” τ曲 動海
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23

蹴

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

Adama 　 Mickiewicza　 na 　 gruncie 　 rosyjskim ．1830−1848
，

”
、F℃耐 og 毎 resy］

’
sha ，

1966 ； E 、Kucharska
，
　Literatura　polslea　w 　Rosl

’
i　w 　latach　1830 − 1948

，
0pole，

1967；C ．A ．　TRTapeHKO
，

”
RPbe” crcue　coκembl 　A ．　MuqKeBMga 　B 　PYOCKHX

fiepeBogax 　H 　pasBHTme 　coHe ？ a 　B 　KoE 取e 　20−x 　rogoB − 30。x　rogoB 　XIX

臼 eKa
，

”
ハ 算P 漏 0翩 π npomueononescHocmeti ．

J．　Maliszewski、
　TWhcgos 」　poetptcha∬ivana　Koztatua

，
　Cze　stochowa ，

・
　1984．　s ．67．

Pyccrcuti　coκem ，
　COOT ．　B ．　POMaHOBa

，
　c ・ll・

A ． A ．　 AefibBnr，　 nonκ．　 co6P ．　 cmuxemeope κ uti
， （BH69UOTeKa 　 llo3Ta ・

Sonbma ” cePHH ），
［［1．

，
1959

，
　c ．tg5．

CM ： L．　Gomolicki，　Datennik　pobytu　A 　dama 　Mickietvicza　w 　Resii　1824 −1829 ，

Warszawa ，
1949

，
　s ．141．

CM ： LGomolicki ，
　D2ienn｛le　pabytu　AdanUi　Mickiewicza　tV　ReS」

‘
i　1824 ’1829 ，

s ．227，238，259，268，
315−316； A ．Bezwifiski，℃ homiakow 　 w 　 kr ¢ gu 　 spraw

pelskich，
”

∫t”dia　Polono−slavica 　OT
’ientatta．　Acta 　Litteraria，1H，1976・

プ ー
シ キ ン と ミ ッ キ ェ

ー ヴ ィ ッ チ の 交友 ・文学 上 の 影響関係 に つ い て は
， 膨 大 な研

究 の 蓄 積が あ る が ， 日本語文献 として 吉上 昭 三 の 2 論文の み を挙げ て お く。 「『父 祖

の 祭1 第 三部 r断章』 と 「青銅 の 騎士亅　　 ミ ツ キ ェ
ー ヴ ィ ッ チ とプ ー シキ ン の 関

係 を め ぐ っ て 」， 東 京大 学 教 養 学 部 「外 国語 科 研 究紀 剽 22−3 ，1974年 ； 「『青 銅

の 騎 士 」 に お け る ミ ツ キ ェ ヴ ィ ッ チ 」， 「ロ シ ア ・西 欧 ・日本亅 （木 村 彰
一

教 授 還 暦

記 念論 文集）， 朝 日出 版社 ， 1976年 。

CM ： H．　H ．　CTellaHOB，
πupurca 」Uy　ta　rc　uHa ．　Oueprcu　 u 　 3M κ ）∂ac

，　M り
弖957

，

c ．t49 − t50．

n ．A ．　KaTeHllH
，

“
KaBKa3CKIIe 　rOPN ，

”
U36p．　 n

，pou3ee∂eκ aen
， （Bm6nnOTeKa

no3Ta ．　Bonb 皿 aH 　oepua ），
　Jl．

，
　t　965，

　c ．231．．

B．H．　OpnoB ，

“ B ．　K ．　Kmxe π b6eKep 　B 　KpenooTHx 　H 　B 　oGslnKe ・HoBhie

MaTepaanbi
，

”

，
Zlena6pucmN 　 u　ux 　6peAca ．　Mamepuonbl 邵 oひσ6群eHun ，　c ．37 ；

“ KiDxenb6eKep ・ MuqKeBHge 　B 　 ” HcbMe 　K 　”yMKuHy （20　oKTf ・6pA　t830

r ．， JIHHa6ypr＞，

”
P   ccrcuti 　apxue ， 1981 ，　Nr　l，　c ．139．

ff｝．　M ．　nepMoHToB ，

‘‘
CoHerr

”

，
　nenH ・co6P ・cou ・，　T 」1

，　M ・・JL　至948 ，
0 ・292 ；

n ．n ．　 EpmoB ，

“ CMepTb 　 EpMaKa
’1

，
　KoHeet−Pop6yHoK ，　 C7π μ加 πLθ叩 8κ 醐

，

（Bfi6nzOTeKa・noaTa ．　Bonbmafi　oep ” fi）．
　JL

，
弖976

，
　c ・127 ・

　「ソ ネ ッ トの 本」 の 原 題 は ， そ れ ぞ れ ， M ．　M ．
，
　Onblm 　 conemoe ，　T ．1．　IL　M

重828 ；C ．聾．CTPOMHnOB ，　XII　co κ emee 　C．　CmP θM 　uaoea ，　M ．
，　i837 ； H ．　H ．

ByTNPOKIili， 」霞 ” OA ∂
iona ．　B 　ce κemax ．　B ∂veyx　gacmax ，　CII6。，　t　837．ソ 不 ッ

ト連作 を含 む詩集の 原 題 は
， そ れ ぞ れ

， B ．　r ．　BeHePKKToB ，　Cmuxomeepenua ，

CII6．， 弖835；M ．　A、耳enaPtO ，　On61刎tN 　e　cm ・uxax 　MuxaUta 　Re」tapro ，　Gn6 ・
，

1835 ．

Adam 　 Mickiewicz ，　Daieta （utydante ゴubileusz （ntIe），
　 t．XIV ，　Warszawa ，1955

，
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   s.375.
35
   Crd: A.  A.  "aH)mnH,  

"EeHengKToB-fiepeBoAgMK

   pyecnue  AuinepamstcpHbie  esa3u,  M.. 1970.
36
   M. M,, Onblm  coneme6,  T.I,  c.7'8.

MguxeBuga,"  abnbcrce-

Kodiuu KYeMA

PENEllU"A  "COHETOB"  A. M-UKEB"ilA  B  POCC"M  (18Z6-1835)

   B  Haljafie  20-x roAog  XIX  BeKa  pyccKlie  "o3Tbl,  ecA"  "  cTanKMBanvecb  c

coHeToM,  To  cKopee  BocnpitHMMaflH  ero  cKBe3b  mpM3My  M3BecTHoro  M3peueH"g

3aKoHonaTeAA  3cTeTMK;f  KfiaccliuM]Ma  H, 5yaJIO: cSe3ynpe{Hhlti  col{eT  oAmH  cToHT

nnMHHoti  ilo3Mblh.  n. A. BA3eMcK;{ti B ceoeti  3an"cHoti  KH")KKe  nMmeT  c

HeronoBaHHeM,  uTo  coHeT  y)tce cu"TaeTc"  nepe)KMTKoM  naBHe  Ml{HyBluero

fipomnoro.  B. K. KEoxeAh6eKepa-apxa"cTa  He  ynoeneTBopgfia noMMHnpylet[aafi  B

coAep)lcaTe"bHoM  nAaHe  coHeTHoti  cTpyKTypbl  TeMa  "H)6B".  A.  C. nymK"H  )Ke

"po-IHecK"  RoncMeMBancA  Han  cPopMynMpoBKoti  {4}paH"y3cKolo  KnaccFfKa:

cMoxHo  nM  cKa3aTb,  lfTo  xopomMM  3aBTpaK  nyqute  AypHoti  noroEb[?"

   TeM  fioAee KoHTpacTHblM  B"ll"Tcg  pocT  "HTepeca  K 3ToMy  )icaHpy  ilocge

coHeTHero  Ae6-Ta  MMuKeB"qa  s Poccn"  (CoHetnbl ADaAia Mu"Keeuua,  MocKBa,

l826). Bg3eMcK"ti  cTaA  aBTepoM  gepBoro  npo3a-ecKoro  "epeBoRa  ero  coHeTeB.

KKIxe"b6eKep  B  1829  r. HauaA  3auMMaTbcfi  couMHeH"eM  coHeToB  nocAe  cAyuatiHoro

3HaKoMcTBa  c ecKpHMcKMMm  coHeTaMM"  B fiepeBofle  Bg3eMcKoro.  fiyEuKxH
o6paT-fAcA  K  coHeTy  e  l830  r., co3AaB  KCoHeTD,  Kfio3Ty)  "  aManeHHa".

qpe3Bh[ualiHo Ba)tcHo.  qTe  oH  o6palllaeTcfi  Hc  ToAbKo  K  BeKoBoti  "cTgpM"  )KaHpa,

Ho  " Ha3blBaeT  coBpeMeHHblx  eMy  no3ToB,  n"caBul"x  coHeTbl  
-

 BepncBopTa,

M"lixeBJtqa  ig Aeni)B"ra.
   HoBoBBeAeHMeM  "onbcKoro  Ro3Ta  cTano  To,  qTo  ny6AHKau"e"  cBoefo  c6opH"xa

oH  noKa!aA  nyTb  pa3Bmlig  )I(aHpa  
-

 oT  nenpa)KaHMg  fieTpapKoBcKoti  Tpan"ul(M

K  co3AaHMm  coEZ;cTBeHHoro  BapltaHTa  coHeTa,  To  ecTb  coHeTa  KaK  caMocTogTeAbHore

3AeNsellTa  liHKna.

   Ba)KHyK) poAb  B (I)epMMpoBaH""  pyccKDpt coHeTHolVf  Tpan"uMM  cblFPamf

o5MfibHbie  nepeBellbl  (cColieTeB".  B  TeqeH"e  HecKollbK"x  AeT  BaphtapoBanacb  1･f

{l)opMa  coHeTa.  ilocAe  ny6a"Kau"M  Bg3eMcKuM  npo3aMgecK"x  nepeAo)KeHMti

no"B"AMcb  fiepeBoEbl,  oTMeueHHble  p"rep"cT"HecKMM  co5nK)aeH"eM  Bcex

Bep;t{P"KauugHHblx  fipaBMfi.  OHH  npKHanAe)Ka"M  A. ,a.  MnnMgeBcKoMy.  B 1829 r.

-
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B. va. Aro6Mg-PoMaHoB"g  "3naA  ToM  no33ww  M"llKeBMHa,  a  va. M. Ko3noe  -  ToM

cBoxx  nepefio)IceH"ti  ecKpb}McK"x  coHeToB)}.  ,Ilng  o6oMx  HepeBoAgMKoB  xapaKTepHo

cTpeM"eH"e  K  6oAb!IIeti He3aB"cvaMocT"  m  pacKOBaHHOcT".  Bo  BcAKoM  cAyuae,

ToAbKo  B 40-x  ronax  "poM3om"a  xaHoH"3allMfi  )KaHpa  B  "o3THqecKoM  "epeBoAe:  

'

pyccK"M  3KBHBa"eHT  ceHeToB  M"uKeB"ga  6blA MaKcMMafibHo  np"6A")KeH  (PopMe

opMr"Hafia.

   3aTeM  Mbl  paccMaTp"BaeM  TBopqecTBo  HeKoTopblx  pyccKMx  coHeT"cToB,

HcfibiTaBlll"x  Bo3Mo)KHoe  BAuaH"e  nonbcKoro  MacTepa.

   flepBbie rmTb  ceHeToB  ,[lenbBltra,  Han"caHHble  oKono  IS20 r., Bo3H"Kn"  KaK

uMKn  ld Bno"He  B"Mcb!Ba}oTcg  B Tpan"u"oHHblti  neTpapKoBcKwh  pefiepTyap.
flocnenHHti, tuecToti  coHeT.  ony6n"KoBaHHblil  fiocne  cMcpTM  aBTopa,  ABflfie'rcg

npoM3BeneHMeM,  KoTopoe  HafloMliHaeT  fio cBoeMy  cK))-ceTy  HeKoTopEile  coHeTbi  H3

Kpb[McKoro  uMKna  MMuKeBMga.  6A"3ocTb  coHeTa  A. C. XoMstKoBa  K  coHeTaM

MMuKeBHqa  Ha6nK)AaeTcg  B  o6llIHx  BocToHHblx  MoT"Bax.  CeHeT  n.  A. KaTeH"Ha

aKaBKa3cK"e  ropN",  HaBestHHblti  npe6blBaH"eM  ne3Ta  Ha  KaBKa3e  gBnAeTcA,

HanpoTMB,  HacMemKoli  HaA  poMaHT"qecKoti fio33Meti.  B HauaJle  30-x rDAoB  n. n.

EpuloB  M  M.  K). JlepMoHTos  co3AaAM  pa3Ho)KaHpoBble ll"Knbf, B KoTopb]x  coHeT

BblcTynaeT,  KaK  cmlTeT"qecKaA  (I)opMa.  B  3nOxy  poMaHTM3Ma ce3flan"  "ToMa

coHeToB"  coBceM  3a6NTble  ceronHA  M.  H.  MaKc"MeB,  H. M.  ByThlpcKM"  "

npyr"e.  B. r. BeHenMKToB  6blA aeropoM  uMKna  coHeToB,  B  KoTopoM  "PoCne)K"Bael=A

CTORKHOBeHMe  HaTYPct}"fiOCO(PCKO"  "  "HTMMHOti  A"HM",  AO  HerO

RponeMOHCTpMpoBaHHoe  MMllKeBmueM.

   CoBeplueHHo HpaB  M.  va. MaKc"MoB.  KoTepbln  Han"caA  B 1828 r. B "peAHcAoBlt"

K  cBoeMy  aOnblTy  coHeToB):  KnepBblM  onNT  pyccKoro  CoHeTa  6blA npeAcTaB"eH

TpenMaKoBcKvaM  <...>; nocne  uero,  no  Hagana  Hb!Hel"Hero  cToaeTMfl,  CeHeTbl y
HaC  nOgT"  6bln 3a6blTbl,  MeAbKaA  H3PenKa  TOAbKO  B  nePMOAMqeCK"X  "3AaHuaX;

HaKoHell  fioAbCKvati  CTxxoTBopeu  M"llKeBMq,  HaneuaTaBlllwh  coHeTb!  cBo"  B

MocKBe,  nan  "M  HeKoTopblli  xoft  B HameM  "mepaType".
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